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能紘調北台東小学校

4月躍校

州
開
花
品
川
地
町
民
に
は
現
段
、
細
開
花
ム
円
四
回
議
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

小
学
校
1
伸
明
だ
け
で
、
題
点
学
校
は
品
目

ア
ラ
ス
を
か
か
え
、
以
下
て
も
有
数
的
拘
体
判
明
北
台
東
小
や
絞
め
湾
要

マ
ン
モ
ス
校
忙
な
っ
て
い
ま
す
。
ず
ヱ
搬
出
年
8
月
1
8
か
ら
m
N
年
3

湖
北
台
西
小
や
絞
め
?
ン
モ
ス
郎
会
同
月
ぬ
日

時
間
ぐ
た
め
に
、
仮
称
湖
北
台
w
m
小
学
校

wv
綴
班
料
金
組
制
約
5
際
3
0
8
0
万
円

的
建
石
誌
が
鈴
関
与
れ
ま
し
た
a

甲
羅
一
床
面
機
器
3
7
0平
方
〆
l
ト

似
総
品
尚
北
台
芦
ぷ
品
事
的
院
が
完
成
す
る
パ

と
抑
制
晶
化
合
問
小
マ
校
時
ク
ラ
ぇ
総
件
、

V
践
校
側
桝
綴
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

i
》

4

m
時
ク
ラ
ス
に
な
り
ま
す
。
隊
出
組
・
誉
議
救
出
期
間
制
数
出
品
作
付
総
数
的
地

仮
称
相
内
作
仙
台
東
小
学
校
は
、

4
一月間隔

4
救
綴
吋

校
を
目
ざ
し

r.
ぶ
本
が
急
ピ
y
d
ずに

務小のマンモスイヒ解漬

人
口
丹
務
い
加
に
待
っ
て
、
拠
叫
存
柿
棋
の

7

ン
モ

λ
化

と

老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
こ
れ
を
際
哨
附
す
る
た
め
に
、

新

設

校

内

総

数

‘

既

存

校

内

綬

汝

築

を

行

な

っ

て

来

ま

t
M
れ
ん
。

今
年
授
も
、
従
品
弥
湖
北
会
東
小
学
校
内
総
築
工
事
、

滋
北
小
学
校
内
総
改
築
、
我
四
知
子
中
学
校
時
的
資
改
築
工

事
を
淡
的
て
お
守
、
・
ヤ
申
叫
川
、
教
育
施
設
の
綴
織
に
全
力

を
そ
そ
い
で
い
ま
す
。
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W
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品
特

描
出るを

。で以

望

小

学

校

は

、

1
0
0年
内

義

之

、

空

中

学

的

努

跡

地

と

葉

小

渇

幸

夫

?

の

卒

ま

を

送

り

出

し

茎

2
費

一

部

キ

議

し

て

襲

警

主

は

、

霊

訪

パ

i
セ
ン
ニ
的
校
舎
が
護
;
と
、
今
ま
ぞ

V
X線
日

午

2
1日
か
ら
詑
年
5

ゆ
て
来
ま
し
た
が
、
議
朽
化
L
C

生
漆
械
的
コ
ン
ク
リ
ー
ト
約
一
校
舎
を
建
設
や
明
、
す
。
ト
ま
で
で
急
為
が
っ
て
い
ま
す
a

縫
い
木
片
珠
山
代
金
で
勉
通
し
て
い
た
漁
協
同
月

2
u

結

沖

地

も

明

る

い

教

撃

で

級

品

川

で

き

、

広

い

智

綴

負

金

額

約

百

協

同

6
6
0
0
1
M
m門

畑

警

で

飛

び

回

る

こ

と

が

て

2
c
L
V総
隊
泌
総

5
3
8
9一
平
均
メ
;

糊

ょ

う

。

ル

菅
波
紋
綴
摸
鉄
筋
コ
ン
ア
リ
i
ト
4

港
建
・
務
総
掛
品
川
知
M
M

殺
室
特
別
殺
事

4
叫叫ん坐。

明
る
い
教
室
・
広
い
授
癒

調
北
小
学
校
増
設
築
工
事

物

望

小

学

議

室

王

警

一
門

V
装
地
我
孫
子
市
中
波
宮
地

棚

i
?本
2
1
?
j
z

川

義

蕗

子

中

学

校

鵬

防

脊

改

築

工

事

側
草
T
中

毒

は

え

証

言

お

き

小

学

校

2
3器

一
門
ン
ク
リ
l
ト
3
肺
畑
一
接
的
拙
民
会
と
を
厄
円
帯
広
潮
位
年
8
月
総
お
か
ら
悶
午

ト

語

教

家

が

あ

り

ま

す

が

、

意

審

2
月
時
自

ウ
は
、
経
朽
化
も
散
し
く
泌
総
に
も
漏
出
制
W

V
絞
殺
金
穏
約
1
脳同
5
0
0
0
万

江
饗
を
及
ぽ
し
て
来
ま
し
た
a

河

鰍

室

著

者

数

警

ン

ク

リ

ー

;

茎

喜

一

-
-
8
5
3平
方
メ
!

同
湾
総
じ
す
る
た
め
工
事
を
げ
な
ゥ
て
お
ト
ル

航
。
、
防
費
不
前
世
も
問
問
時
吋
に
進
め
て
い
ま

V
建
設
掛
桃
山
偶
然
務
コ
ン
タ
リ
j
-
P

H
刊
す
。

4
獄
絵
・
普
滋
教
釜
3
教
家
・
特
別

工
事
は
、
約
問
パ
セ
ン
ト
が
都
議
室
長
山
地
m

し
て
お
っ
、

2
uリ
常
設
ぞ
に
は
で
き
あ
こ
れ
で
我
孫
子
中
学
校
争
令
一
務
付
拭

が
る
で
液
で
す

E

筋
受
叫
に
な
る
わ
け
で
す
。



捕
正
予
算

7
7
G
4万
円
増
が
決
ま
る

に
と
も
な
い
久
寺
家
泌
ば
以
後
設
中
丹

久
浄
京
浄
水
務
総
帥
は
や
欲
求
・
導
水
附
W

地
設
な
ど
口
当
て
る
た
め
供
、
す
α

f軍司 1・168!達rr

第
ヰ
臨
前
議
舎
内
沌
欝

抑
制
初
日
年
続

4
間
関
投
日
開
予
・
都
議
会
定
例
会
が
昨
年
の

刊

U
H
H
《
旬
、
日
か
ら
幻
日
ま
で

U
5間
関
開
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
岡
出
の
定
例
会
に
は
、
務
総
絞
め
湖
北
山
門
前
恥
小
学
校

内
名
称
が
蕊
式
に
決
定
き
九
札
た
は
か
、
州
閉
ま
予
算
・
条

例
改
正
な
ど
お
淡
事
故
?
?
ち
浅
知
談
笑

3
〉

が

審

議

さ

れ
、
ふ
ゃ
ん
鴻
滅
後
が
可
決
さ
れ
札
ま
し
た
。

(2) 

日
出
仏
子
ト
市
内
紛
川
凡
し
に
つ
い
ぜ

M
M
m

も
の
が
る
は
L
ご
消
防
治
ぬ

け
、
市
川
附
ト
部
・
法
的
約
e

湾
問
問
団
準
を
は

w
肉
、
化
学
術
時
間
際
動
車
・

て
設
さ
れ
、
じ
丹
波
併
で
出
家
よ
水
給
付
消
防
山
同
意
-
霊
平
な
ど

く
川
崎
吹
き
九
て
い
ま
す
。
が
非
津
市
川
均
一
恥
げ
に
そ
な
え
て
い
ま
す
白

。

。i
i
i
'
A
V
i
-
-
1
0

問
員
十
三
名

包

R
Lて
一
名

稲
川
災
十
ニ
名

出
口
代
4
τ

一各

回路
H
e
士
山
各

聞
賞
十
一
一
名

務
第
十
↓
一
一
各

照
明
ぬ
計
十
二
名

閉
院
4
2

一正

問
百
十
ニ
お

諮
縦
十
二
名

、
端
部
制
純
潔
)

沼
崎
職
金
と
説

の

話

サ
ラ
リ
ー
ザ
ン
な
ら
、
い
つ
か
は
潟
一
昨
得
控
除
綴
ιγ
徐
州
引
い
た
残
傾
向
2
分

終
的
肢
が
や
っ
て
き
ま
す
闘
の
ー
に
所
得
税
率
φ
述
阿
川
‘
線
市
町
民

そ
の
時
支
給
怒
れ
る
の
が
退
絞
殺
で
税
の
終
初
滋
収
校
総
ど
と
も
に
銀
系
殺

す
か
、
お
ょ
っ
と
気
に
な
る
の
が
税
金
収
さ
れ
ま
す
。

の
こ
と

rし
ょ

う

。

機

滋

磯

金

7
0
0
8的
円
、
勤
続
年
滋

道
陣
明
女
誌
、
緩
い
間
関
動
い
て
や

μ
す

れ

年
3
ヵ
降
、
♀
'
る
と

る
も
の
で
も
退
職
後
円
ゑ
泌
の
た
め
に
・
滋
滅
判
所
得
税
務
集
散
収
税
制
制

火
器
な
も
舟
守
す
か
ら
、
そ
的
所
得
絞

4
万
9
8
0
0
m門

は
給
与
な
ど
他
的
所
得
よ
り
も
ず
っ
と
・
謀
術
前
災
税

制

問

ぐ

な

っ

て

い

ま

す

。

-

万

9
7
0
0
m門

そ
の
叫
殺
は
、
般
の
所
得
と
は
分
後
計
8
万
9
5
0
0円

し
ぞ
…
付
い
、
勤
続
年
数
以
応
じ
た
退
毅

問
w
n
i
E

関口
u
i
一一名

問
貝
十
4
4

名

競えなL
年
始
の
ゴ
ミ
山
状
線
は
、

1
月
4
H

か
ら
間
鮒
給
し
て
い
ま
す
が
、
ー
は
月
刊

日
ま
で
泣
年
米
年
銭
的
多
何
一
践
的
生
ブ

ミ
を
札
一
線
し
な
吋
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
、
燃
え
な
い
コ
ミ
は
1
跨
げ
日
か

ら
収
集
す
る
島

-
同
月
か
ら
3
月
ま
で
の
燃
え
な
い
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慈人盈
蓄量

最
泣
ち
ょ
っ
と
し
だ
ブ
ー
ム
口
会
ウ

て
い
る
の
が
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ア
ス
レ
チ

ソ
ク
で
す
。

ご
伴
知
か
と
思
い
ま
す
が
、
ニ
れ
は

丸
太
や
口

53333

ム
ヅ
を
油
組
み
合
わ
せ
て
作
っ

た
体
湾
総
誌
を
潟
仲
間
的
中
に
配
置
し
、

コ
!
ス
を
決
肉
、
指
定
さ
れ
た
阪
に
従

っ
て
厨
っ
て
く
る
も
的
明
、
す
ロ

ニ
の
ア
ス
レ
チ
ァ
ク
コ
ス
全
学
絞

り
伎
作
織
に
作
つ
た
め
が
第
1
小
学
校
と

湖
北
品
抑
制
門
小
学
校
で
す
。

幡市
1
小
学
校
は
、
父
母
町
方
々
が
資

金
合
出
し
合
い
材
執
を
そ
ゐ
え
て
寄
付

し
て
〈
れ
た
む
的
を
‘
先
生
た
ち
が
務

分
で
師
側
み
立
て
た
的
で
す
@

小
学
校
内
校
艇
と
し
て
は
め
ず
ら
し

く
総
伏
的
多
い
場
所
な
的
で
、
校
内
会

1
回
同
ず
る
フ
!
ス
拾
本
山
情
的
問
で
す
匂

リ
ノ
ヤ
ン
ク
ル
ジ
ム
と
ス
ベ
リ
ム
nar緩

み
合
わ
せ
た
ス
ー
パ
ー
ジ
ヤ
ン
ク
ル
。

き
れ
い
な
色
丹
下
レ
ミ
フ
ァ
浴
時
間
。
今
ま
で
多
か
っ
た
交
必
事
故
や
ポ
i
ど
内
お
か
げ
で
一
鯵
段
的
ケ
ガ
を
減
ら
す

そ
の
鋭
、
〈

ιの
巣
山
、
と
が
つ
き
ル
燥
が
的
時
的
ケ
ガ
は
日
に
み
え
て
滅
工
と
が
で
き
る
の
で
す
"

ネ
ッ
ト
な
ど
蝦
し
い
名
燃
の
つ
い
た
総

h
y
L
‘
ア
ス
レ
チ
ヴ
ク
ヨ
?
ス
で
議
っ
「
供
た
ち
も
野
市
財
を
か
け
め
ぐ
る
よ

裁
が

9
給
総
透
か
れ
て
い
ま
す
。
た
明
鳩
蜘
判
怖
は
続
出
引
お
か
げ
と
潟
〈
終
泌
さ
う
な
気
持
ち
で
ア
ス
レ
チ
γ
ク
コ
ー
ス

そ
し
ご
ち
そ
的
一
つ
ひ
と
つ
に
正
し
れ
て
い
ま
す
。
に
取
り
く
ん
?
い
る
よ
う
で
す
。

い
滋
が
か
告
書
い
た
戎
札
が
な
て
り
れ
湖
北
台
西
小
学
校
は
、
昨
年
四
月
に

l
i
t
z
-
f
t
f
t
f
ε
s
t

て
い
ま
す
か
ら
、
事
故
も
い
撚
く
滋
べ
ご

P
F
A
で
パ
ザ
i
を
行
い
、
そ
の
時
的
、
~

為

-

体
力
了
り
が
で

2し
く
み
ぞ
す
m

霊

的

半

分

が

譲

7り
に
あ
て
ら
叩

p
v

昨
年

9nにん
M
L
A
践

し

て

か

ら

ケ

が

人

札

ま

し

た

。

明

4
1

は
ぜ
mMe
と
安
全
で
す
e

よ
く
替
わ
れ
る
よ
う
じ
‘
終
抽
出
は
よ
州

J

〆

く
て

ι体
力

の

な

い

子

棋

的

多

い

こ

の

吋

》

議
、
安
い
で
も
体
力
向
上
に
役
立
て
“
志
向

1

ノ

ト

4
4
5
a

時

〆
}

l

p

L
い

と

作

ゃ

れ

た

も

の

で

す

。

南

d

、uw
d
e
a

F
E
Z全

日
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
ふ

H
十

二

恥

す

で

に

終

え

る

も

め

に

は

子

供

た

ち

が

判

三

句

A

重

機
い
っ
ぱ
い
で
す
a

一

令

強

ニ

的

撃

を

作

る

遣

は

、

初

め

ご

ず
え
て
い
た
よ
り
安
く
あ
が
り
ま
し
た
。
時
義
的
中
に
良
君
主
意
。

村

議

言

宗

震

か

ら

?

ネ

向

山

県

を

壊

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

務

H

を
、
後
綴
従
縁
組
時
か
ら
は
議
ぬ
在
初
本
山

1Lを
淡
内
け
す
る
・
4

9

・
炎
総
淡
吉
を

凝
り
受
け
、
航
路
止
方
的
手
作
り
の
も
的
叫
寝
僚
に
お
い
て
紋
み
比
さ
れ
た
手
災
泌

ば
か
り
だ
か
ら

Za

品
…
議
会
“

抽
出
の
ア
ス
レ
チ
ν
タ
コ
j
ス
を
凡
で
時
昭
和
路
年
以
つ
く
ら
れ
て
総
数
格
。

ま
わ
ゆ
弓
何
度
も
会
合
を
せ
て
、
ひ
…
塁
、
約
組
名
芸
号
制
作
に
は

と
つ
ず
つ
コ
ヴ
コ
ツ
と
作
う
あ
げ
た
も
叫
げ
ん
で
い
ま
す
。

内
ば
か
り
で
す
。
一
一
斉
穣
茂
吉
と
い
う
お
約
を
間
間
十
と
、

将
来
は

F
T
A円
い
も
呼
び
か
け
、
火
山
む
ず
か
し
い
な
あ

1
と
惨
と
る
か
も

人
肉
体
力
制
定
に
も
使
っ
て
み
た
い
と
州
知
れ
ま
せ
ん
が
毛
綴
月
約
散
会
に
巡

の
こ
と

c

時
て
、
創
作
は
は
げ
ん
で
い
れ
ば
、

2

1
小
で
、
す
で
に
撃
が
で
て
い
る
刊
誌
ど
で
あ
る
警
議
す
る
と
爾

ー
と
お
り
、
ア
ス
レ
チ
ァ
ク
コ
!
ス
で
き
叩
わ
れ
て
い
ま
す
@
そ
の
後
は
、
一
審

た
え
た
協
力
、
機
管
、
不
潔
峨
覧
会
事
的
努
力
が
、
よ
い
作
品
に
泌
ヒ

1小・簡小の生後大事び

長広よJ
を
よ
そ

大
入
袋

@ハンモッヴのJ1! 1J!こ使えるよ{詩書~t台重量小)

ぬ

ww⑩
⑧⑨の

W

壱
①
@

高
野
山
出
小
伊
仙
慌
の
8
年
東
ひ
と
ク
ラ
当
然
と
誘
つ
れ
~
ふ
も
3
に
金
け
と
め
て
い

ス
合
対
象
に
、
お
平
蕊
ア
ン
ケ
ー
ト
を
ま
や

6

し
た
牧
果
、
ク
ラ
ス
幻
名
の
す
み
句
、
も

5
0
0
0待
以
内
的
生
協
同
は
、
わ
ず

い
つ
?
た
お
年
五
円
一
総
綴
は
、

5
9
0
0

か
Z
名
件
、
、
我
熟
的
ゃ
な
い
こ
と
を
な

円
以
内
1
名、

1
v
H
m
円
以
内
8
名、

1

げ
い
て
、
「
も
ッ
と
戦
時
棋
が
お
れ
ば
な

M
M
5
0
0
0間
以
内
7
名、

2
万
的
円
以
わ
ふ
と
訴
え
て
い
ま
す
白

内日
H
名、

2
5汚
以
ト
ぃ
門
M名
と
、

2
万

一

方

、

お

M
T
T
栄
一
円
山
聞
い
滋
は
、
滋
が

門
M
M
K
L
お
年
取
ゃ
な
b
ら
っ
た
漁
協
同
が
滋
同
時
を
買
う
が
、
わ
ず
か
2
名
し
か
お

一
帯
掛
か
っ
た
よ
う
ご
寸
。
ら
ず
、
訪
れ
が
、
む
ら
つ
む
お
杯
五
円
し
か
し
、
す
ぐ
使
う
践
的
が
な
〈

中
に
は
ち

4
滞
納
円
以
上
る
お
年
来
を
大
半
を
恥
貯
金
す
る
と
滋
う
結
果
が
出
家
て
も
、
子
供
淡
に
と
勺
て
、
お
年
+
お

ら

ッ

た

生

徒

が

お

り

、

不

況

を

よ

そ

し

た

珍

は

、

な

に

よ

り

も

楽

し

み

ら

し

く

、
子
供
鴨
球
的
ふ
と
こ
ゐ
は
、
あ
っ
た
お
年
五
を
制
刊
に
使
う
か
と
-
一
世
田
う
筏
品
川
「
く
れ
る
人
が
8
人
む
い
た
の
に
9

か
っ
た
よ
う
で
す
。
を
持
っ
て
い
る
子
供
は
少
な
い
よ
う
で

0
0
0悶
し
か
も
ら
え
な
い
。
」
と

2
万
的
円
以
上
を
も
b

っ
て
い
為
命
保
提
す
が
、
将
来
の
た
め
に
貯
金
す
る
と
滋
不
平
を
も
ら
タ
子
供
も
お
リ
、
総
務

幾
多
い
の
で
す
が
、
平
供
述
は
、
っ
と
よ
フ
に
、
子
隣
淡
じ
と
っ
て
も
不
こ
も
ど
も
の
年
明
け
灯
っ
た
よ
う
で

た
印
象
は
な
く
、
況
を
阪
峨
し
て
除
議
熱
が
ち
か
ん
で
す
。
す

α

事
費
沼

議If 

会J1 

自
然
を
接
写
し

心

を

詠

む

ま
す
。滋

従
の
会
長
は
‘
ほ
と
ん
ど
が
家

山
曜
日
嬬
入
、
平
品
闘
が
成
長
し
て
手
が
か

か
ら
な
く
な
り
、
ぎ
て
ど
う
し
よ
う
，

Hm款
を
始
め
る
よ
3
に
会
つ
で
、

ゃ
に
雌
滑
り
が
山
山
た
と
い
w
総
人
達
の
弁

6

相
内
年
か
哨
執
念
仏
師
一
ん
で
く
る
と
.
楽

L
み
は
、
校
時
間
M

て
議
ば
れ
る
ニ
と

自
分
的
詠
ん
だ
欲
が
内
間
人
品
目

ιぬ

叶
吋
載
き
れ
る
二
ど
が
、
む
に
よ
リ
の
梨

引
し
み
で
あ
り
雀
は
げ
与
で
あ
る
。

川ノパ
ム
誠
ぞ
は
、
年
1
問
問
‘
総
付
を
行
な

桝
コ
て
お
り
、
今
ま
で
に
芸
品
綿
一

・
出
刑
判
山
形
県
向
上
山
川
市
や
山
山
川
二
出

七
な
ど
も
訪
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年

制
点
的
詳
言
行
な
っ
て
い
ま
す
。

純
若
い
人
に
も
、
ど
し
ど
し
人
会
し

緩
て
ほ
し
い
む
の
で
す
倫

伽

芸

襲

撃

鈴

木

帯

二

殺

刑
判
叩
子
市
寿
2
1
M
〉
浅
間
(
岱
)
O

W

2

5
窓
会
費
喜
朗
4
0
0
m門

出
掛
号
制
室
百
円
育
綴
4
5賊
日
午

後
中
山
穴
公
民
抽
出
)

緩
東
円
一
番
鮭
や
太
郎
河
本
綴
ア
ミ
〈
布
線
弁
天
)
‘
長
ヅ
ク
ロ
熔
(
木

赤
松
門
家
一
向
日
言
、
そ
の
務
「
制
刊
核
問
的
附
ア
〉
と
し
て
鱗
介
ぢ
札
止
も
の
と
ほ
ぼ

志
幾
ご
、
特
産
的
機
で
、
「
利
線
開
問
じ
小
¥
よ
れ
に
後
続
す
る
漁
日
常
は
、

川
の
終
は
布
問
を
以
て
殺
と
す
。
ニ
わ
れ
刊
メ
!
ト
ル
附
闘
方
、
竹
と
認
で
綴
み
上

を
布
川
般
と
い
ふ
絹
(
中
略
〉
安
定
村
げ
ら
れ
た
網
で
、
防
隣
を
丈
夫
な
支
柱

に
送
り
て
味
僚
な
り
c

こ
れ
よ
り
一
口
附
患
で
支
え
、
紋
綴
令
巡
き
に
し
た
よ
う
に

上
乃
若
や
文
聞
に
一
議
る
。
〈
中
時
)
ニ
幻
滅
に
沈
め
る
。
磁
気
w

は
い
刊
か
ら
3
メ

円
相
指
数
気
分
〈
索
り
、
魚
開
拓
え
附
っ
き
、
ー
ト
ル
俊
あ
?
っ
う
か
、
下
流
に
拘
っ
て

酬
内
向
粍
い
し
て
開
問
附
閥
的
知
く
、
味
亦
録
た
よ
γ

ヤ
L

と
時
ば
れ
る
絡
が
岸
側
で
約

り
。
こ
れ
よ
り
以
上
辻
魚
疲
れ
吉
弘
味
付
メ
ー
ト
ル
‘
沖
鈎
で
臼
メ

l
ト
ん
、

級
統
ず
。
訟
に
味
的
地
問
商
閣
は
府
内
伝
的
機
八
宇
野
に
開
聞
い
て
輪
組
け
ら
れ
る
。
阻
制
的

浅
を
以
て
こ
れ
を
骨
つ
。
ふ
と
ぞ
内
務
味
一
郊
に
総
険
制
欄
ん
だ
部
分
が
為
っ
て
、

を
耕
民
し
、
大
制
問
機
紙
、
慈
相
そ
の
総
そ
こ
を
通
っ
た
鈴
が
繍
に
か
か
る
と
鈴

内
総
漁
淡
を
総
介
L
‘
獲
じ
品
昭
三
一
、
布
が
鴨
り
、
漁
獲
円
台
間
出
け
い
な
る
工
夫
が

伎
町
項
に
は
、
組
問
紛
伐
織
の
お
を
掲
げ
含
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
番
ず
る
舟
は

て
、
議
緑
内
倖
子
ま
ポ
し
た
後
、
特
設
は
親
舟
2
佐
賀
、
小
品
開
1
仙
械
で
、
獲
物
は

総
海
辺
地
hι
ふ
れ
、
「
こ
の
闘
明
代
は
水
網
を
絞
っ
て
ぬ
ふ
げ
る
。
殺
舟
に
N
H
役

時
開
脅
妨
ぐ
る
を
以
て
殺
を
純
一
ナ
勿
今
川
人
が
縦
に
な
っ
て
東
門
的
ん
も
蝶
い
河
岡
崎

側
聞
に
網
代
鳴
り
引
を
ふ
骨
せ
り
@
し
と
あ
る
a

的
中
を
夜
持
品
相
し
て
縞
番
す
る
務
労
は

し
か
し
、
こ
の
前
淡
は
永
く
受
織
が
放
火
山
憾
で
は
な
く
、
訴
を
綴
っ
た
舟
と

れ
て
‘

γ械
は
安
食
(
栄
町
〉
か
ら
上
は
い
っ
て
も
、
総
中
時
を
絞
る
の
は
制
削

減
泌
総
(
抽
出
設
機
従
業
℃
、
点
々
と
以
外
に
合
仁
漆
夜
淡
て
た
持

2uι

あ
び
之
を
譲
る
州
側

調
細
併
用
の

設

滋

機
均
的
み
っ
た
の
金
山
知
q

て
い
る
人
は

1
6
ナ
リ
ン

f
と
、
ど
う
も
」
と
殊
制
服
た

未
だ
多
い
と
凶
峰
三
ち
ま
ち
ゑ
々
ど
、
活
況
ム
化
成
し
た
も
の

絞
め
深
ま
り
と
糸
口
本
が
段
々
冷

f
ど
と
い
九
九
ー
は
な
kmpuH
年
め
漁
総
執

て
決
る
縦
、
山
内
的
中
ご
ろ
で
何
本
か
の
布
、
静
努
事
品
崎
氏
に
聞
い
た
総
件
、
あ
る
。

竹
熱
中
が
洗
礼
に
抑
Mmc
札
て
散
か
に
採
れ
時
制
限
叶
の
線
機
は
、
飽
和
日
目
a

同
年

そ
工
に
綴
綴
ら
し
い
・
ぎ
り
の
的
弘
之
隠
れ
雨
明
ま
で
山
端
ん
に
行
わ
れ
ず
い
た
し
、
所

す
る
蕊
設
が
、
は
波
地
や
栄
治
問
し
も
川
却
に
よ
っ
て
は
約
時
年
併
前
ま
で
、
本
山
時

り
に
は
え
は
と
め
る
と
、
今
斗
も
骨
即
時
…
扮
お
じ
な
ら
ぬ
よ
う
絢
脅
詮
胤
聞
け
る
の

が
の
ほ
っ
て
来
た
な
と
、
京
日
ハ
品
制
約
総
辻
、
必
ず
叫
的
中
t

心
か
ら
伴
ふ
況
で
一
向
際

化
マ
も
あ
る
ま
い
が
、
制
門
機
川
川
町
生
時
繁
一
札
と
い
う
ι

定
的
守
、
沿
線
漁
業
許
が

は
そ
の
殺
さ
日
本
一
と
教
え
ら
れ
、
石
山
、
王
様
制
酬
し
て
嫡
々
と
続
け
て
い
た
。

狩
討
の
秋
あ
じ
は
取
引
に
す
る
も
?
と
税
控
.
布
往
路
沿
で
は
、
友
と
し
て
分

患
っ
て
い
た
ね
は
‘
相
明
日
午
〈
、
ま
だ
動

y
開
閉
〈
流
し
櫛
)
漁
が
行
わ
れ
て
い
る
司

い
て
い
る
美
事
な
然
会
平
た
い
鵠
捕
に
人
ニ
れ
は
制
対
的
蹴
な
ど
的
漁
が
目
的
で
稔
で

れ
て
、
仏
M
L随
分
が
釣
上
げ
た
か
の
よ
は

4
いか

う
に
昨
夜
町
議
尚
北
白
川
惜
し
な
が
ら
、
と
も
あ
れ
、
制
判
畑
山
川
絡
に
育
っ
た
義

母
に
閥
抗
い
を
す
す
め
る
義
衛
予
め
泌
彩
に
と
っ
て
地
秒
間
、
初
冬
の
糊
刷
物
誌
と
し

を
憐
し
く
忍
い
闘
し
な
が
ら
、
殺
摘
を
て
続
し
ん
口
献
網
漁
が
次
第
に
ぶ
札
公

開
閣
待
し
て
河
弱
を
眺
め
た
も
の
で
あ
る
砂
い
リ
礼
町
刀
水
一
番
線
も
北
市
持
続
巻
時
に

ニ
町
議
制
刊
と
い
う
漁
法
は
♂
州
総
潟
市
喝
を
総
点
怒
れ
る
宥
山
聞
い
は
淋
し
い
。

品

交

詩

語

総

括

採

主

主

言

語

文

雄

記

)

の
中
で
波
丸
級
相
崎
氏
が
、
シ
ヤ
ん
7
0
r

リ

市

巾

A
M
欄
怒
ん
怒
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議事 担

譲ります

*2段ベッド(1 n5000P'l"(') 

持ドシャーブ耳玉5串スト日ブ (3000

plで * 草L偽2草案応接 41.棋

を芝ツト *ベピ…パス 本ダブ

Jレベッド 本ショッピンヴカー

( 3均月f賓滋〉 ホげた議 (90

cmX90c派) *子供F耳議事孟率 (22

ぷ明るい 謡館

惨土谷漆鏡子会的撃をさんから線問

+1t絞へ、!韓t給量轟入的ための焚潟

にと 1万50鵠1司むもただきました。

修察予覇軍、江戸手家、重裏千家的労

むちか句綴設事裁に 1万灼いただ

きました。

事砂3霊絞重量江草費iきん(後21-14)か

ら恨戸線滞在謹iこ後気オルガンが野

安脅されました。

t>篠原;色若手ん(望書記 -8)から帯

保管費曜に首~i視機が寄織をきれました。

参谷沢紀夫さん〈筏孫子145-8) 

から立主水保有国に室内総スベリ命

が議事繕きれま Lたe

t>置霊司自希喜重(J)方から心臣室言語も1会に

新春盆栽作品震

公民館主主事主友師会によ晶室主

2万潟、心程主f議後会見謹宝飾会i二2

n閥、ひまわり惑に 171降、計5

nf1lをいただきました。

1>;線北中学技主主後舎の皆さんから

縞祉事殺に 21，問いただきましたe

b策滋車車線から?謡従事裁に 1万 灼

いただきました。

砂幻ータリーウラずから心l難綴色上

金児童設郎会i土器万円いただきまし

1>よ震後然様さんから縞絞家主義に

2500問いただきました。

1>1重重軽ふじい事んか勺?福祉事雲監に

2万F司いただ急ました.

炉Iil中重量級さん(費量泉寺)から秘

主上幾重器に10子1f弓いただきました。

砂檎露軍務総さんから、家ま札ない

人たちへと冷路線をいただきまし

た。

をまきん‘どうもあ '1がとうござ

ももました.

栽作 品援が絢 か 札 ま と 母綾学級体議
..~轟獄 中炎公民宣言lr11縫

1>日時 1丹22日・ 23話 '10 1 詩的得級学級1主体講になりま

磨寺から15時30分 i すから、諦i主主いのないようど鋭意

{公災館主主戦友再会} 下きも」

¥一 一…一一一…一一一 一 一 一 一 一 . / 絡 事 長 主 主 孫 〕

面子一一切34(内よ)

1 7山町議f工会館開~11.0013.00-15.00 

i g Z322FT主主高監禁i:;;-jiJ150ト比抽
'x. ! 1TJ7.i 鞘額四時す定崎市民相次筆 9.00-15，30

ll9水 :522民謡詳どtiZoZ!?2;?r掛

2GJZE 2 2 3出思議1是認定日明 点
戸KI 辱玄輯眠 E泊泊a姐.巾慌i所苛悶捧ぷ亭乎宝蜜宣鼎i叫O.(J(駅即)-!持5.0鵠r;;ばr門、1

2幻l金 :3i諜i銭鰐号警控?聖笥?当翠;器挺j記記5五器i語i毘2寄翠5器 鴻i3i3込訟L鵠2 !髄詩
一 一一
2泣2土 :潜諮舘:問雪誌諜2錦2詑if?お位品♂♂空r弘まι諦 g官茄
23  胤Jぷih晴=沼鍔群塑i語需点;主盟躍按s装認智{露壁苦雪11一?一D，OO-十~→一1

@¥!3J 1 ，. 鵠宅箸寄且w中央情説開閉171(>1-'盗事・戚描 iリ j、 OA

241 月とき議事問削ト11.0013.00-15曲 令
nl 号，.0

F J  

25火 1811522Zきま寝込露出;主主主師 1 
2呑水

27木132232-2522225;tr39

28金

2 歩土1"弱聾誰幾百戸中央公夫側紬12掛-16.30
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償却資産のφ

E君定資長室誌は、土地・家援のほ

か事業則的f政誌記をj築時fl，斤有干すにも

課税i+!れることになゥていますか

ら、する万は必ず申告L

申告書的法定般投¥J鵠渓iま1!J31 

8;:でですが、事務処得ーのつどう

で1月208 はりまマ?に申脅して

…ド冬るようお専がも色、たします。

{設整干是主主〉

住宅舟地の申告

緩和51年 rp!ニ家善説(導隙t住宅と

{件降j住宅で総往内音草分が毛分の 1

以上}を新域主義された方は土地の

議税が校宅続減主認予告怒れ祭主義さ

れますので 1月米読までに申告L

で Fきも」申告淘紙は各党所，各

行政泌総併にあります6

{課税務}

王子林寺探鳥会

t>織まl 1丹23日 (8)

が重基合 我孫子釈改札口‘午滋8

1時20分集合。

1>縁寺葬品 予告容があ')ませんから、

必ずま是正量と主主終Jjくを持参丹こと白

(聖f，烏を守る会、縫i豆官82-0521)

忘れずにr鉛輪Jを

商品検的絵~ÈJ哲Ir<tは、 3 H31Aま

でです。小型的意先〈エンジンfす}

をお持ち<n1Jは忘れずにさま主主して

l' 1;も」

途反すると:持続がJうります。

詳L く誌、小~紛始後家機械的

手緩支所暗'0412-24-2888、主義チユ

支符f惜 0479-24-5689‘重量UJうれ主

骨 髄707-2…3095のどニかへお問

い合わ令下さ弘、

{自本小江総量喜絞殺機機)

第23IIDrtが喜震の家計簿J

体験談毒事祭

惨内容 家計言語をつけ鈴めた動機

淡心様、これからの生活殺計など

なんでも自践。

惨鯵窃 2月末日

詳しくは千事警察?日書害総選号警災会、

千葉市市場Ilff1… 1千議採金提ij部l

f車~器対苦責務内宮0472-23-2290

o礎工事事〉

生活教窓の閣議

参まま時 1月20日 {木) 、午溺10
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